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4月13日から開催されてきた、大阪・関西万博が10月13日に幕を下ろしました。
6月には、パビリオン「BLUE OCEAN DOME」で1週間にわたって、対馬の海の現
状や課題、未来への展望などを、対馬に関わるたくさんの人たちが意見を出しあい考
えました。対馬を起点に、地球のこれからについて考えた1週間を振り返ります。
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 史上初！海に囲まれた万博で対馬を発信！ 史上初！海に囲まれた万博で対馬を発信！

 色々なところで対馬ゆかりのモノが！ 色々なところで対馬ゆかりのモノが！

海の上に浮かぶ万博会場。期間中は、1日あた
り数万～数十万の来場者が訪れました

今回の大阪・関西万博は、大阪湾に作られた人工島「夢洲」
を会場に行われました。万博では初となる海に囲まれた会場は、
海を通じて世界とつながることを表現しており、古来から海の
恵みを受けて暮らし、海をとおして人々が往来し、歴史や文化
を紡いできた日本の姿を現しています。対馬もまた、海に囲ま
れ、様々な恩恵を受けてきました。その一方、海ごみや気候変
動などにより、多くの問題を抱えている側面もあり、対馬に似
た環境で行われた大阪・関西万博は、対馬をアピールする格好
の場所となりました。

対馬に流れ着いた漂着ごみを原料
にした買い物かご。連日多くの人で
にぎわったオフィシャルショップな
どで使われました。
大人気パビリオン「住友館」では、グ
ループ企業が対馬
で所有する森林を、
ツシマヤマネコの保
護活動に提供してい
る縁でツシマヤマネ
コについて紹介する
ブースがありました。

韓国からは、対馬を経由して復元された
朝鮮通信使船が大阪港に入港しました。また
韓国ナショナルデーでは、朝鮮通信使行列が
会場で再現され、先導役として対馬藩の武
士団が対馬から参加し、万博のシンボル大
屋根リングの下を練り歩きました。

万博の目玉「ミライ人間洗濯機」開発に携わった対馬出身者万博の目玉「ミライ人間洗濯機」開発に携わった対馬出身者

ミライ人間洗濯機を前にして対馬の子ども
たちに説明する平江さん

大阪にある私の会社では、微細な泡を発生させ、洗わなくても身体の汚れを落とす浴槽やシャワーなどを

作っています。1970年の大阪万博に登場し、実用化しなかったものとして人間洗濯機が挙げられているのを

聞いて、私たちの技術を使えば、実現可能ではないかと声が上が

り、開発することになりました。その後、開発の話を聞いた50年前

の開発者やデザイナーの方もプロジェクトに参加してくださり、

当時の万博への熱量や思いを感じながら、ともに開発できたこと

はとても良い経験となりました。

今回の人間洗濯機は、身体だけでなくココロまで洗えるものを

目指しました。結果、今までになかったセンサーの開発につなが

るなどの成果もあり、いろいろな人たちが万博をとおして「未来」

を考え、多くの人たちに見せたいと思う力が集まることで、新たな

未来が拓けてくるのだと実感しました。

今回の万博では、対馬にまつわるモノの参加だけではなく、展示や運営などで対馬にゆかりのある人た
ちも関わりました。豊玉町出身で、現在、住宅設備メーカーの専務取締役を務める平江真輝さんは、万博
の目玉の一つとして注目を集めた「ミライ人間洗濯機」の開発に携わりました。
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海洋資源の持続的活用と海洋生態系の保護をテーマに、環境保護の考え方を学べるパビリオン
「BLUE OCEAN DOME」で6月に行われた「対馬ウィーク」では、1週間にわたって、対馬に住む人た
ちや研究者、企業関係者など、対馬に関わる人たちがそれぞれの考えを持ち寄って発表し、対馬の課題
解決に向け意見を交わしました。また、その様子を多くの来場者とオンラインでつながった全世界の人
たちが見守りました。

会場では、海ごみを使ったオブジェや絵馬づくりも会場では、海ごみを使ったオブジェや絵馬づくりも
会場の一角には、対馬の海ごみで作られたオブジェを始め、紹介するパネル
展示、プラスチックをリサイクルし作る絵馬の展示やワークショップもあり、よ
り多くの人たちに対馬の現状と取り組みを知ってもらう機会となりました。神
戸から来場したお客様は「対馬の海ごみ問題が、このような状況だということ
をはじめて知りました。大変な状況ですが、地域の皆さんが諦めずに色々と取
り組んでいる姿を見て、ぜひ対馬を訪れたいと思いました」と話していました。 ペットボトル

キャップで作った
素材の絵馬に願いを込めて

元宇宙飛行士の毛利 衛さんら著名人
も来場しました

溶かしたプラスチックを型に流し込
み絵馬を作る

海洋プラスチック問題について、対馬が漂流するごみの防波堤となって

いることが、私にはまるで、元寇で元の大軍を前にした対馬の状況と同じ

に思え、衝撃を受けました。一刻も早く、解決に向けたアジア近隣国との交

渉、国際的な法整備の訴え、さらには海洋プラスチックのリサイクル商品

開発がもっと必要だと感じ

ています。旅行会社に勤務

しているので、島外へのボ

ランティアの呼びかけ、学

生向けコンテンツの開発な

ど、自分ができる取り組み

を行っていきたいと強く感

じました。

 海の蘇生をテーマにしたパビリオンで対馬を発信 海の蘇生をテーマにしたパビリオンで対馬を発信

Day1-2 Day3-4企業活動をとおして未来を描く企業活動をとおして未来を描く日米韓で海ごみを考える日米韓で海ごみを考える

対馬に大量に流れ着く海ごみは、日本のみなら
ず、世界の共通の問題として注目を集めています。
世界の海を覆う海ごみについて、どのように取り
組んでいるのか、日本（対馬）・米国・韓国の研
究者や企業がそれぞれ発表を行いました。
また、それぞれの国の若者たちが、美しい海を
守るためにどのよう
な行動をしているの
か、未来に向けてど
のような活動をする
べきかなどの意見を
交わしました。

環境問題の解決と事業の成長を同時に実現する
ための取り組みが対馬を舞台に始まっています。
海ごみを再生した製品作りや販売をとおして、消
費者にも、この問題を共有する取り組みやこれか
らの展望などが紹介されました。
かつて対馬の海の中に広がっていた広大な海藻
の森は、磯焼けによって姿を消しました。対馬の

現状を目にした企業が、
それぞれの分野の強みを
生かした藻場の再生や海
の森につながる対馬の森
林の再生に取り組む活動
などについて、発表を行
いました。

豊玉町出身で神奈川県在住の
阿比留 真二さん

海がきれいになり「も
う一度、母が採ってき
たウニやアワビやサ
ザエが食べたい」と
話す阿比留さん

対馬出身者が見た対馬ウィーク対馬出身者が見た対馬ウィーク
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世界の人たちが手を取り合って、未来の地球や社会を実現するための方

向性を描き出した大阪・関西万博。日本から世界に発信したイベントの中

で、対馬もたくさんの発信を行いました。しかし、これで終わりではあり

ません。万博を通して見えた対馬の未来を次の世代へつないでいくため、

対馬に関わる全ての人とともに行動し続けましょう。 対馬ウィークダイジェ
スト映像(You Tubu)

Day5-6 Day7東アジアの津梁の島・対馬東アジアの津梁の島・対馬対馬をテーマに学び・交わる対馬をテーマに学び・交わる

現在の危機を乗り越え、海に再び希望を見出す
ための人材育成を目的に開設された「対馬ブルー
カレッジ」では、社会人としてそれぞれの分野で
活躍する受講生が、自らの経験と学びを融合させ
た新たな事業構想を発表しました。
また、対馬から西部中学校と豊玉高校の生徒が
登壇し、海ごみをとおして始まった都市部の中学
生との交流から見えた対馬の未来、探究学習から
考えた美しい海を守るアイディアを発表しました。

対馬をはじめ、海
で囲まれた島々は、
地球規模の環境問題
によって、それぞれ
の島が育んできた独
自の自然や文化を失
う危機に直面してい
ます。この危機を島同士の絆で乗り越えようと、友好
都市である沖縄県竹富町と共に語り合いました。
気候変動による環境の変化や海ごみ、人口減少や
高齢化など、対馬は、現代社会が抱える様々な問題
にいち早く直面し、課題解決に向けて取り組んでき
ました。対馬から見えてきた未来あり方を、世界中の
人たちと共有し、その架け橋となるべく、対馬で取り
組んでいる人たちが登壇し、その思いや将来への希
望を発信しました。

　対馬の水産資源の現状と解決策について発表し
たのですが、想像以上の人が会場にいて、何を話
したか忘れるくらい緊張しました。万博は、思っ
ていたより巨大で、いろんな国の人がいて、そん
な中で発表しても大丈夫なのかと心配になったけ
れど、ああいった場で発表をうまくすることがで
きて、とても達成感がありました。

豊玉高校　2年生
橘 優希さん
たちばな ゆき

豊玉高校　2年生
波多江 彩音さん

しん りょう

あやねはたえ

発表を終えて発表を終えて

　気候変動と関わりがある磯焼けについて発表し
ました。文字や写真だけで発表してもあまり響か
ないと思い、得意なイラストを使って発表するな
どいろいろと工夫しました。発表が終わって、少
し他のパビリオンをみましたが、その中に、気候
変動によって海に消えてしまう島があることを知
り、自分たちの周りだけの問題ではないことを改
めて認識しました。

この対馬の続きをこの対馬の続きを
しましま


